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Ｊクレ伸長  ＪＡ支援で　フェイガー

　温室効果ガスの削減量を売
買するＪ―クレジット制度で、農
家の制度活用を支援するフェイ
ガー（東京都港区）は14日、水稲
の中干し延長によってガス削減
に取り組む面積が、2024年は2
万5000ヘクタールに拡大したこ
とを明らかにしました。前年の17
倍の水準になります。24年にＪＡ
全農と業務提携し、各地のＪＡが
必要な手続きを支援するように
なったことが大幅な拡大を後押
ししました。
　水稲の中干し延長によってガ

ス削減に取り組む農家戸数も、
23年の14道府県・60戸から、24
年は35都道府県・1200戸に拡
大。この結果、同社の24年のクレ
ジット生成量は二酸化炭素（ＣＯ
２）換算で13万5944トン。23年の
5778トンから24倍に増えました。
　25年は全国5000戸の農家と
連携し、30万トンのクレジットの創
出を予定しています。27年まで
に、全国の水田の2割に当たる
30万ヘクタールで100万トンのク
レジットの生成を目指します。
　クレジットは企業が、自社の温

室効果ガスの排出
量削減や、企業の社
会的責任（ＣＳＲ）活
動などの目的で購入
します。クレジットが取引されれ
ば、生産者の所得向上につなが
ります。
　このため全農では、24年4月
にフェイガーと業務提携し、各
地のＪＡに協力を求め、ＪＡ職
員が農家による中干し延長の
測定やデータの記録・申請など
を支援する仕組みを広げてき
ました。 （日本農業新聞　2025年5月15日）

中干し延長17倍に 

＜ことば＞　Ｊ―クレジット
　温室効果ガス排出削減に取り組
む事業者に、国が削減量をクレジッ
トとして認証する制度。農水省によ
ると、水稲中干し延長によるクレジッ
トは、森林系クレジットの取引事例と
同水準の1トン当たり1万円で取引
された場合、農家は手数料を除いて
水田10アール当たり1100～3900
円程度の収益が見込める。

　雑草イネの増加が全国的な問
題になっており、県内でも発生地
域の増加傾向が見られます。そこ
で、県内における雑草イネの発生
生態等を考慮した耕種的防除と
有効除草剤体系による手取り除
草を前提としない総合的防除技
術を開発し、現地圃場において有
効性を実証しました。
　開発した総合的防除技術は、６
月以降の晩植、７～10日間隔での
２回代かきの耕種的防除と２回目
の代かき時のオキサジアゾン・ブタ
クロール乳剤の混和処理、移植時

のピリミスルファン・フェノキサスル
ホン・フェンキノトリオン粒剤の湛
水処理を基本とし、前年の雑草イ
ネの発生量が10a当たり100本以
上と多い場合や移植時期が５月
以前と早くせざる得ない場合、移
植後７～10日から７～10日間隔で１
～２回の有効除草剤の追加処理
を行う化学的防除を組み合わせた
体系です。（表1）。 
　２地域で実証試験し、対策初
年目から雑草イネの残草は大幅に
減少。対策２年目は対策初年目よ
り除草剤の処理回数を１回減らし

植までの期間を７日以内とし、移植
直後を起点とした有効除草剤体
系とします。

ても、雑草イネの残草は「皆無～ほ
とんど認められない」状態に維持
できました。 
　ポイントは、代かき時の水量はや
や少なめとし、代かきは２～３工程
処理で丁寧に行い、代かき前に発
生した雑草イネを確実に土中に埋
没させることです。
　代かき時に除草剤処理ができ
ない場合、２回目の代かきから移
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（注１）※１：移植時期が５月以前となる場合の体系
（注２）※２：追加有効剤１にはインダノファン・ピラクロニル・ベンゾビシクロン水和剤を、追加有効剤２には
　　  　   シロハホップブチル・シメトリン・ベンフレセート・MCPB粒剤を使用
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追加有効剤1 追加有効剤2
ピリミスルファン・
フェノキサスルホン・
フェンキノトリオン粒剤

湛水散布

移植後
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温暖地の水稲移植栽培における
雑草イネの総合的防除技術


